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 補遺として、ウンベルト・バルディーニが 1978 年に上梓した修復理論書『修復の理論と方法
論の統一』の本邦初の日本語訳を付けている。ますます多様化する経年変化の諸相を前に、作
品といかなる関係を結び、どこまでの距離を保つべきかの決断を日々迫られる修復士、キュレ
ーター、美術史家にとって、作品の「生」と保存を多角的に検討した本稿の議論は、価値ある
参照項となりうるだろう。 また、ブランディの思想を再考・再評価する近年の傾向に、保存修
復学の分野から一石を投じるものともなると考えられる。 
 
